
悩

ん

だ

が

、

海

軍

に

品

乙

が

れ

、

溺

齢

に

な

刷

会

で

は

、

る

と

官

事

U
T
講
義
務
話
交
岡
山
、

州

民

増

迭

の

た

め

£

、

査

と

な

つ

だ

と

の

聖

書

持

関

附
昭
和
四
十
七
苧
か
ら
も
な
く
戦
争
と
な
り
、
議
沖
盤
夕
張
。
桑

制
見
附
寝
室
に
、
組
員
と
な
っ
て
事
ぶ
ゐ
を
は
じ
め
ー

側

く

期

入

の

部

力

づ

く

hu

別
損
、
製
師
、
主
義
な
ど
、
当
時
吋
有
名

制

お

数

挙

喜

々

い

な

寧

艦

長

堂

、

警

襲

に

転

戦

し

刷

工

ゅ

Q

於
家
庭
町
議
た
。
震
に
乗
っ
た
舶
は
、
米
軍
機
器

削
た
ち
に
軒
評
な
の
で
沈
ざ
れ
た
が
漣
よ
〈
往
拠
地
、
乗
り
こ
む
齢

れ
ま
学
校
で
一
は
、
小
学
校
の
係
学
年
百
九
十
一
人
〈
小
学
校
二
年
お
よ
び
一
一
一
が
J
ζ

自
離
が
品
開
の
主
総
分
で
あ
る
刀
側
専
門
職
員
珍
婚
や
し
ー
が
な
く
て
謀
長
罰
あ
教
宮
を
じ

τい
る
主

義

君

、

事

壁

土

と

い

長

き

い

て

は

、

年

告

書

〉

に

つ

い

て

調

査

し

た

結

合

よ

巷

と

か

す

た

め

で

す

。

だ

開

会

E
E撃
ち
に
終
戦
と
昔
、
勲
七
葉
桜
委
託

な
れ
な
い
名
前
の
室
事
審
議
翌
五
期
的
な
検
診
と
指
導
を
お
簡
素
ち

2
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
れ
吉
田
中
に
も
長
議
室
、
塁
側
三
募
集
す
る
一
っ
て
帰
途
し
だ
し
か
し
撞
苦
戦
足
で

し
え
で
い
揖
白
み
が
君
事
、
う
い
し
て
い
ま
す
が
、
言
与
街
頭
に
そ
れ
に

5子
と
、
歯
寄
れ
や
が
あ
わ
主
る
で
、
王
室
践
し
ゃ
側
方
、
一
般
雲
む
た
丸
焼
げ
に
な
っ
て
い
た
。

が
い
の
し
方
に
つ
い
て
、
指
揮
し
て
い
お
け
る
対
慎
と
し
て
主
事
雲
警
が
ま
っ
た
ふ
く
正
し
い
み
吉
正
蓄
に
し
で
お
く
の
が
よ
く
な
い
側
め

2
3
5議
書
ぜ
て
開
設
す
一
雲
争
奪
接
、
駐
留
軍
喜
郡

ま
丈
は
、
書
室
部
長
平
警
部
の
指
導
方
を
し
て
い
る
子
棋
は
五
千
任
人
で
、
存
亡
す

D

M

る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
霊
長
、
昭
和
二
十
一
義
、
事
競

と
助
一
語
て
、
問
和
平
一
一
八
耐
震
か
た
っ
た
の
一
定
す
が
そ
喜
男
事
の
予
防
と
し
て
は
、
建
物
自
州
警
一
疋
語
、
一
麿
L
十
人
が
ト
レ
1
一
一
撃
襲
名
君
事
と
し
て
問
職
員

一i
i
J

ら
、
事
選
雲
需
に
次
い
で
ニ
空
襲
の
宣
告
ぜ
だ
け
が
吉
れ
ま
き
い
義
く
し
五
抗
力
の
品
川

y
グ
で
き
吾
ア
ン
a

セ
パ
レ
ー
ト
マ
シ
ン
と
な
っ
た
霊
童
震
な
李
総
量

一
一
番
包
に
、
学
校
嘩
斜
南
生
士
登
記
窓
し
い
な
子
世
が
一
千
九
百
九
十
三
人
で
一
一
一
る
歯
を
つ
〈
る
方
法
と
、
歯
を
み
が
い
仰
や
ト
一
ア
ジ
ポ
リ
ジ
、
美
容
に
効
柴
田
あ
る
十
年
間
教
育
委
員
会
部
育
課
ぷ
転
じ
、
体

掛
替
え
続
け
る
ま
し
た
。
六
軒
、
智
大
一
一
軒
に
あ
た
る
一
一
一
千
五
て
蓄
を
号
室
が
あ
り
ま
す
。
鵡
川
バ
ー
レ
ル
同
ロ
ー
ラ
ー
、
筋
肉
C
E
m
a
z
i
-
-
育
館
の
室
事
務
に
あ
た
っ
て
い

襲
衛
生
士
は
、
主
た
ち
に
口
由
吉
田
十
一
一
…
ム
品
、
管
長
い
て
い
な
宝
く
み
が
い
て
い
る
白
与
を
虫
側
主
義
学
工
芸

J
y
p
…
山
長
、
沼
十
七
年
市
議
。
つ
づ
い

家
臨
と
認
視
器
不
潔
な
こ
と
を
認
識
喜
、
そ
り
い
か
、
ま
た
は
、
み
が
い
て
い
て
も
票
喜
一
て
と
安
一
重
宝
五
一
サ
イ
ク
ル
な
ど
が
賄
え
で
あ
り
山
ん
…
て
嘱
警
官
、
婦
人
母
体
力
づ

一

一

K

3

J

F

み

が

か

な

い

の

と

同

じ

議

で

あ

る

り

ま

す

が

、

守

主

主

が

い

て

も

間

専

門

白

指

揮

員

二

余

震

基

・

7暴
露
開
設
に
つ
と
め
、

z

f
l
h
m
y

と
い
う
、
季
五

2
5
2室

事
れ
室
長
官
し
て
い
る
。
費
の
需
の
ほ
…
加
さ
い
専
任
思
議
員
と
な

q
j

芸
は
二
段
宵
量
と
し
て
、
主
人
?
ふ
ん
い
た
人
バ
丈
乙
品
、
一
番
唱
と
し
て
鼎
闘
を
る
ζ
と
も
あ
b
ま
す
が
、
多
〈
の
喜
一
川
か
、
住
力
づ
〈
り
白
星
本
と
さ
れ

4
4
湾
…
お
よ
ぶ
。

多
〈
の
語
た
ち
が
露
告
書
丈
一
、
ヲ
マ
安
委
設
み
が
い
て
い
玉
、
ま
だ
ま
だ
正
し
い
そ
の
み
が
書
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
側
室

;

E応
じ

て

雲

針

。

室

哲

な

っ

た

き

吉

つ
け
主
と
じ
て
、
会
主
に
健
康

2
Z
4喝
一
輔
さ
窓
会
主
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
正
し
く
な
い
と
と
に
よ
っ
主
要
な
出
議
左
京
、
雪
い
ら
い
八
王
泉
e

害
、
弁
当
雲
暴
け
る
こ
む

な
告
が
送
れ
る
き
警
な
環
境
で
一
一
九
九
尻
町
営
一
と
官
銃
犯
で
し
ょ
う
。
る
こ
と
が
?
つ
で
す
。
ま
た
子
供

T人
妻
、

P
5
2肘

イ
…
一
一
十
四
年
。
文
字
一
芸
義
弁
当

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
命
名

4
義
人
一
五
郡
伊
脳
宣
口
百
宗
主
な
り
長
選
虫
告
の
大
喜
に
あ
わ
な
い
歯
ブ
ラ
シ
附
ー
に
な
っ
た
り
、
露
、
時
市
崎
が
府
小
量
四
一
実
践
家
。
自
君
事
宮

意
味
か
す
長
号
室
長
は
、
明

A

仁
川
ご
ャ

j
j
L
!日
日
…
描
に
な
り
や
す
い
と
い
う
ζ

と
で
7
8

喜
っ
て
い
た
台
、
み
が
き
方
が
票
制
治
っ
た
り
、
結
婚
十
言
語
今
般
義
主
語
援
す
り
抱
強
に

治
初
年
主
義
布
以
来
ず
っ
と
事
ニ
バ

huFjhyv三
一
¥
j
i

そ
芸
子
供
安
久
臨
戸
ほ
に
つ
い
て
つ
光
り
す
る
場
章
、
歯
の
襲
撃
側
ち
ゃ
ん
が
で
主
議
な
ど
、
健
機
…
差
。
昭
和
一
一
一
十
一
一
辱
音
量

筋
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
寝
返
寝
室

U
J
h
d
J
J…
一
渋
川

JFK
虫
鵠
に
か
か
っ
て
い
る
状
況
案
書
警
会
な
ど
の
震
を
き
ず

E
約
書
滋
皇
室
字
紙
芝
伝
え
て
v

詩

五

時

言

葉

、

議

申

小

学

校

理
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
て
き
¥
ご
山
人
一
L
J
J
一
一
(
一
一
一
と
、
小
学
校
長
が
一
一
森
、
一
一
年
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
譲
し
ま
し
捌
き
た
者
主
主
主
そ
い

i
g
a
i
-
-
草
に
出
雲
て
三
一
y
y事

ま

し

た

。

ヘ

ヘ

~
i
i
i
zー
に
ふ
芸
ハ
一
一
軒
、
一
}
一
年
一
が
八
八
軒
、
四
ょ
う
f

燃
ご
の
議
を
た
え
て
、
警
な
奪
実
行
、
益
事
一
ら
丞
~
室
内
田

し
か
し
、
ζ
ζ

十
数
仔
蓄
量
な

J
7
3
1…
フ
ラ
ペ
主
主
語
、
五
年
二
ハ
年
き
て
い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
さ
い
と
車
問
ど
も
雪
量
雲
撃
の
住
力
づ
く
白
老
人
や
章
、
言

5
1
3禁
嘉

社
長
重
の
変
化
J

特
に
議
室
器
二
三
一
九
一
げ
よ
i
h
v
r
!

れ
ぞ
れ
九
四
宮
、
高
学
年
に
な
る
に
長
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
を
い
制
に
皇
品
芝
と
に
な
っ
た
が
、
と
む
し
て
、
日
曜
日
は
豆
十
奇
襲
す
る
と

喜

重

Z
主
義
様
式
の
変
化

J
i
一
¥
下
式
以
し
た
が
っ
て
議
場
え
で
い
ま
す
。
掲
み
ず
き
の
議
そ
っ
け
さ
せ
、
警
側
室
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
小
泉
き
ん
で
い
う
議
下
言
葉
震
の
四
日
間
を

な
ど
に
主
な
っ
て
子
供
た
ち
の
蟻
〆
一
ン
二
九
九
設
立

ζ
れ
思
議
事
ら
い
か
ら
ぽ
会
な
け
れ
ば
寝
な
い
よ
宗
五
郎
あ
る

c

除

い

て

軍

需

喜

舎

場

襲

警

霊

安

号

室

長

住

吉

て

ι
u
I
F去
私
一
~
一
つ
ぽ
つ
出
は
じ
め
る
襲
で
、
い
か
に
に
宵
て
き
と
が
大
一
切
で
し
ょ
う
a

な
制
定
さ
ん
は
市
内
裂
の
生
ま
れ
。
士
究
ゃ
い
議
官
感
謝
事
れ
て
い
る
。

童
仇
し
た
。

J
開
轟
丈
記
小
学
校
低
差
ま
で
の
歯
の
管
理
が
お
、
あ
ま
い
物
者
金
主
護
果
物
附
言
、
防
護
霊
喜
ん
で
い
た
警
護
ハ
湾
県
立
重
工
高
重
ク
ヨ

す
な
わ
ち
、
霊
的
弱
に
お
い
て
は
ベ
オ
沼
崎
暗
雲
去
る
か
が
わ
か
る
と
患
い
ま
と
か
霊
裏
べ
る
と
虫
強
蓄
の
効
側
主
人
兄
妹
(
員
一
容
の
一
一
雪
。
ブ
の
霊
童
嘱
さ
れ
て
い
る
。
霊
時

5
3
;
:
J
J
γ
二

丈

果

が

き

ょ

っ

手

。

附

号

室

町

撃

に

な

っ

3
5
2
3
4童

話
議
長
向
上
主
主
語
、

dFι
買

一

j

i

l

l

S

と
え
、
雲
量
に
つ
い
て
側
年
特
芸
品
FJさ
い
殺
害
打
ち
込
差
。
小
食
事
。
襲
誇
拍
考
古

体
位
の
伸
び
に
体
刀
の
伸
び
が
お
い
2

上

で

昔

話

ブ

ラ

シ

の

使

い

方

の

六

一

一

義

心

が

特

に

高

〈

怠

っ

て

ぷ

き

ま

し

附

い

と

長

じ

た

ら

人

の

計

詩

以

内

自

詰

討

註

詩

ド

刊

誌

一

品

管

み

蹴

い

た

匂

そ

れ

は

医

醍

費

量

空

襲

川

諮

問

A
ほ

わ
れ
る
露
間
察
署
て
主
ね
ら
い
で
す
6

J

Y

て

一

清

潔

一

足

刊

江

川

引

い

諸

Mf側
主

義

均

三

ζ

と

@

五

雲

白

血

に

お

い

て

は

一

j
!
i一
れ

れ

日

十

昔

、

支

社

長

探

検

問

、

り

に

室

率

げ

る

結
察
や
ト
一
フ
コ

i
て

害

生

虫

卵

樫

待

つ

i
i
i一
一

1

1

1

1

F

両

市

協

議

会

支

は

専

門

部

会

主

堂

い

て

加

と

い

う

。

意

義

に

減

少

し

、

一

方

選

虫

歯

一

一

虫

歯

白

露

に

つ

い

5
2
2
要
量
費
に
つ
い
主
検
討
す
β
ζ

と

糊

き

を

の

簡

に

近
視
の
増
加
が
激
し
く
、
中
山
幹
事
詰
麓
が
汚
れ
て
苦
手
が
、
ま
ず
葉
子
学
長
な
に
な
り
宇
じ
た
が
、
援
護

H

書

棚

喜

一

考

書

は

お
い
て
ほ
、
議
病
や
露
骨

z
i
-
-遠

パ

j

《

で

ん

ぷ

ん

菌

室

品

の

食

べ

す

ぎ

は

、

接

選

蔚

と

言

と

む

ア

ジ

パ

側

一

ア

レ

5Yえ

い
わ
ゆ
る
潟
代
将
も
重
要
視
さ
れ
る
よ

1

1

3
芋
/
ト
が
尿
器
よ
3
J
子

。

閉

じ

程

度

暴

言

ス

か

る

生

じ

て

い

る

と

い

わ

れ

て

約

長

女

は

デ

ザ

イ

ナ

ー

さ
な
っ
て
き

55

一

ー

:

一

べ

て

も

口

季

語

、

聖

長

い

季

五

が

っ

て

控

室

皇

制

喜

襲

ト

レ

ー

特
に
遣
は
言
た
ち
の
九
Q
軒
以

;
j
i

〈

事

の

あ

る

な

し

で

大

変

ち

か

つ

て

成

若

手

望

む

と

と

も

に

、

主

主

側

?

で

あ

る

。

六

十

上
が
か
か
っ
と
い
る
と
い
わ
れ
、
参
主
言
語
皇
室
閣
は
ど
で
つ
〈
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
b
ま
せ
増
し
で
露
天
文
京
警

Z
側

続

。

住

所

は

平

塚

市

の
煩
向
は
ま
っ
た
〈
み
ら
れ
ず
、
震
で
し
ょ
主
。
昭
和
田
?
天
差
益
ん
a
Eれ
は

歯

持

者

レ

て

い

る

で

ん

ら

な

い

宮

、

そ

の

予

防

忘

が

け

な

側

室

一

千

三

保
健
の
当
面
T
る
最
も
議
禦
な
樹
窓
の
斜
衛
生
士
が
学
校
長
聞
読
痕
と
謀
議
散
布
間
ぷ
ん
員
は
、
口
の
出
に
あ
る
総
務
や
酸
け
れ
ば
季
り
な
い
と
感
い
ま
す
岳
山
州
市
文
・
名
鑑
鑑
制
湖
毎

一
つ
と
な
っ
て
ぎ
て
い
ま
す
a

の

協

力

者

樽

て

、

夜

間

十

九

校

五

千

五

守

山

が

分

解

し

て

こ

れ

争

訟

に

変

文

ま

す

総

議

噛

串

ω

一一タ
f
v

後
い
入
る
よ
う
な
ま
な
、
さ
し
で
も
歯
み
が
き
の
指
導
を
交
付
る
児
支
zz
抽出原小

1 



み
H
酒

を

飲

ん

だ

ら

運

転

し

な

い

会

運

転

す

る

人

に

は

潜

を

飲

ま

せ

な

い

門
ご
み
処
理
に
つ
い
て
}
ム
ヰ
的
は
、

1
月
8
日
〈
月
〉
か
ら
年
日
正
は
、
は
月
初
1

口
(
月
〉
ま
で
o

wv
燃
え
る
と
み
@
年
末
は
ロ
月
白
百
毘
常
収
h
r
p
m行

う

。

年

舶

は

}

月

G
B
(円
μ
)

か
ら
平
常

(
火
)
ま
で
平
常
E
A
D収
集

し

た

が

っ

て

J
月
1
H
1
8戸
ど
お
り
収
集
す
る
。

。
年
強
陣
、

1
R
d白
(
+
む
か
自
ま
労
作
唱
に
な
る
匂
一
知
一
月
の
く
み
取
り
伝
票
は
、
業
者

平

常

収

警

行

な

え

ひ

と

り

別

だ

巴

な

く

出

す

主

に

渡

る

よ

主

ら

書

室

。

主

え?三
意義者上署喜務子資額談窓

母子相談，母子相談員，平日、事時、~15寄30分噂常設

家庭氾霊童相談，家庭児童童相談属・平呂、 自時-161時。常設

事警少年怨言説委/警警少年採内
腎少理相談ー皆少年相談員骨平日、昔時-161時，常設

書護疲相談窓/澱予響機器王子守費支セン$1一宮雷(22)
教背相談・毎週月陪京・金 a土曜日，事時-17時

・銘車水曜臼。 1百寄-16時 ζS時半受付〉

a毎月第1金.10日号、16持 (8時平受付再県民員有〉

注額相談 e毎月第2、 第3、 欝4合 路8'13時 -16時

相談・毎週火摺日、木曜8・

終 a毎月第1、第3京調Eヨ.1器時-16時
@撃事潟F苦 ぬ時-16時期場所交通安全館議内

口
開
さ

と
の
時
期
に
な
る
と
、
人
の
心
の
あ

わ
た
だ
じ
さ
と
生
活
白
忙
し
声
一
か
ら
、

火
の
取
り
扱
い
が
と
か
〈
不
注
意
に
な

り
、
会
円
ま
っ
て
火
問
叫
が
替
え

τ〈
ゑ

時
防
本
部
品
に
は
、
十
一
一
月
一
…
十
五
日

か
ら
年
内
い
っ
ぱ
い
「
嬬
荒
火
段
持
前

晴
樹
疫
を
畏
屈
し
、
市
民
に
火
「
品
川
す

る
葉
、

j

窓
枠
ぴ
起
こ
し
て
い
幸
き

火
災
一
白
未
然
防
止
に
つ
と
め
る
方
針
。

ま
た
牝
災
空
殻
小
限
に
可
い
と
め
る
た

め
、
議
問
中
は
、
午
後
パ
時
か
ら
授
官

午
前
六
時
ま
支
丹
出
張
読
に
職
員
を
一

名
j
一
一
一
名
場
強
臨
時

k
一
冊
分
隊
六

引
を
躍
保
し
で
い
動
、
協
務
自
で
と
と
の
え

採
火
器
戒
に
万
全
を
つ
く
す
万
針
で
あ

る。
期
間
中
は
、
広
報
れ
輔
、
広
報
端
、

消
防
指
令
車
に
よ
り
火
災
予
防
昨
両
氏

に
呼
び
一
か
紅
、
十
一
」
月
一
ん
寸
れ
日
か
ら



楓
開
化
機
遜
ポ
何
人
物
f
i

認
で
己
風
な
作
片
山
風
呂
。
か
あ
り
、
第
米
市
控
訴
に
向
山
一
一
医
者
描
い
た
昨
脳
出
作
誌
の
中
市

4
一
さ
ん
の
半
切
は

の
ま
ら
山
山
崎
が
た
円
ょ
っ

T
い
る
。
に
「
先
裁
に
刊
の
次
ふ
初
け
投
」
の
「
夜
布
か
誇
や
ま
の
い
閉
山
工
に
m
p

め

夜
は
品
加
者
÷
行
の
税
引
次
点
が
融
研
民
の
あ
ゐ
山
知
物
。
さ
め
て
そ
咋
利
党
wQH有
山
間
ヤ
る
ま

ま
だ
ま
約
一
岬
安
採
用
し
た
こ
と
は
な
ホ
テ
ル
に
タ
辺
警
。
折
し
も
憲
兵
た
。
お
問
自
慢
の
耐
や
踊
D
が
雲
間
中
誇
…
引
先
生
日
喜
一
照
で
ふ
た
と
い
う
見
刊
歌
で
、
こ

か
っ
た
白
で
あ
品
。
の
慾
か
ら
大
苦
な
金
色
の
太
踏
が
刻
拙
認
戸
れ
、
別
れ
を
ι
い
し
ん
だ
。
我
」
に
「
為
訟
藤
学
凡
1
J川
軒
辞
六
れ
を
大
和
費
装
に
什
日
立
て
た
。

ζ
の

高
松
か
ら
雨
回
答
刷
?
行
に
業
宅
途
々
と
水
平
輔
の
警
に
沈
み
町
〈
緩
混
同
抗
に
階
、
レ
工
叶
に
入
め
町
内
援
す
一
日
祭
出
向
車
欣
終
摂
管
真
削
径
の
為
作
品
は
、
何
時
前
で
あ
っ
た
か
忘
れ

需
要
が
極
度
日
L
佃
廓
大
し
て
、
深
刻
な
中
、
小
笠
品
ハ
ζ

ぽ
立
大
字
路
大
な
問
答
闘
に
み
と
れ
て
3
亙
っ
た
i

品
。
間
交
震
散
と
な
白
、
犯
は
松
擦
の
あ
る
棋
知
。
た
が
、
問
内
に
お
住
ま
い
の
詩
人
能

水
木
足
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
向
山
川
〈
お
お
ぽ
け
〉
の
醍
お
語
、
車
昨
い
の
翠
日
は
ホ
テ
ん
か
ら
抑
の
灯
台
L

山
の
議
院
港
か
ら
白
骨
議
F
長
F
J
A
中
以
上
一
一
点
の
作
品
は
、
日
同
額
に
仕
村
潔
さ
ん
の
と
判
り
で
「
中
何
与
一

や
海
水
等
由
持
制
聞
が
、
都
市
の
環
境
主
h
h
r
b
挑
め
な
が
ら
中
村
に
着
向

vpz駐
車
場
ず
に
山
閣
一
一
一
ト
摂
舶
に
摂
り
、
補
一
一
戸
内
海
h
f
横
断
し
す
て
た
。
岳
詩
軍
」
帝
予
約
し
た
そ
白
台
札
と
し

室
電
さ
せ
て
い
る
。
ζ

白
よ
う
な
え
大
主
性
小
役
に

ιけ
宗
像
八
番
目
礼
託
金
制
日
也
事
、
ジ
ョ
ン
て
霊
に
渡
っ
ち
港
予
一
一
語
ト
長
僚
豪
禁
誤
差
に
ぎ
を
で
、
富
か
ら
幣
ら
れ
た
も
の
で
あ

濁
状
か
ら
叡
一
巾
の
行
政
討
に
お
い
て
小
捗
品
川
口
FP大
肢
に
辞
い
で
も
な
お
危
・
万
次
郎
の
銅
娠
が
あ
わ
え
観
光
客
脇
氏
沢
一

;a材
紙
明
一
社
議
機
幾
織
緩
綴
綴
機
織
駿
綴
線
機
織
綴
品
。

水
源
の
礎
保
や
若
葉
号
、
撃
を
ろ
か
ら
こ
の
名
が
起
き
た
が
盛
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
る

2

量

襲

山

川

警

護

鶏

護

霊

骨

言

、

君

主

主

じ

て

お

臼
枠
組
案
提
晶
玉
U
対
慌
が
曹
お
と
な
と
い
う
。
高
山
容
一
階
む
天
候
の
た
め
か
、
ピ
都
彰
動
齢
数
機
縁
綴
綴
畿
機
麟
鱗
轍
鱗
纏
懇
欝
欝
鱗
畿
議
出
願
い
を
一
し
た
@
{
駒
市
南
円
が
出
来
た
」

っ
て
き
だ
と
の
震
に
「
都
市
と
出
対
か
ら
観
光
パ
号
、
十
主
ロ
ー
や
培
な
五
時
地
位
相
繁
茂
翠
議
議
議
議
議
襲
撃
襲
撃
警
護
川
と
い
う
お
知
ら
せ
を
喜
男
さ
ん

さ
主
ア
1
三

重

一

r
霊

童

っ

て

亙

認

定

員

」

の

D
、

富

暴

露

せ

5一
れ
た
が
、
燃
ご
打
線
線
二

A率
緩

欝

欝

襲

撃

議

出

か

ち

畳

げ

た

私

は

、

上

京

容

に

成

長
識
で
す
向
打
宋
に
高
松
市
で
一
一
臼
竜
串
突
っ
く
し
〉
で
下
車
す
る
。
紅
葉
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
三
二
グ
滋
議
議
機
鱒
機
械
畿
緩
撃
機
綴
織
綴

ι
掛
の
お
宅
長
汁
対
話
し
た
o
m
穴品川おう

襲
警
れ
た
む
で
出
席
し
た
。
害
見
事
レ
は
、
重
量
踏
に
郡
白
下
ン
元
量
っ
て
霊
瀦
議
議
議
議
麟
欝
麟
機
離
欝
議
機
械
か
が
い
し
た
が
、
宰
い
中
刊
さ
ん
は

各
都
市
産
品
、
雲
庁
、
式
よ
る
合
略
奪
還
す
る
皇
で
を
下

52Jる
E

断

厳

選

議

議

護

上

ゑ

襲

撃

、

命

議

暗

色

丹

告

で

あ

D
、
応
接
間
語
系

学
、
研
究
静
岡
、
害
警
広
〈
あ
る
。
雲
か
ら
グ
ラ
ス
ポ
ー
ト
に
の
護
な
号
、
一
定
識
に
は
つ
く
議
長
ア
ミ
畿
議
整
額
議
嚢
討
て
長
一
首
」
と
言
か
れ
た
童

書
お
L
て
、
重
な
警
が
行
わ
れ
乗
っ
て
見
践
し
に
渡
つ
事
長
、
ガ
ク
し
が
た
い
も
め
が
あ
令
緩

tミ
綴
謬
議
繋
籍
議
機
議
開
欝
懇
議
縁
者
宇
手
渡
菩
れ
た
の
で
あ
る
一
ロ

薬

事

議

!

?

ス

む

船

3
2
3
1村

に

言

返

し

丈

一

議

霧

島

譲

議

欝

盤

?

対

閣

な

が

ら

、

Z
2

2
い

大

会

で

あ

っ

た

。

民

め

ら

れ

た

。

昆

践

し

与

を

、

号

、

妥

に

向

か

う

。

毒

翼

線

議

緩

減

量

襲

撃

警

務

議

議

印

有

山

し

を

刊

号

、

思

わ

ず

霊

号

室
リ
附
了
後
「
日
露
呈
霊
需
を
一
巡
し
て
主
流
し
た
。
は
十
日
〈
か
ら
は
杏
代
表
的
な
塁
線
議
機
議
機
畿
議
欝
欝
畿
襲
撃
欝
線
機
時
て
し
ま
っ
ち
声
ぞ
か
し
主
将
の

ぎ
の
観
光
コ
ー
ス
「
奉
加
し
た
。
書
記
官
、
主
主
主
馬
と
し
て
、
喜
や
有
馬
と
と
も
に
襲
議
繋
ム
コ
緩
〓
議
警
護
機
誌
と
と
て
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か

mE菌
室
選
ん
だ
が
、
い
議
若
手
イ
ジ
に
昔
、
岬
の
知
主
義
で
あ
る
ο

今

で

も

和

欝

欝

襲

撃

襲

撃

警

護

問

し

を

と

っ

て

は

、

ま

た

さ

い

た

貯

蓄

草

加

藤

系

議

撃

襲

撃

選

襲

撃

譲

欝

撃

の

し

い

2
2日

と
な
っ
た
乙

議
機
欝
譲
襲
撃
愛
饗
襲
撃
襲
議
襲
撃
議
議
と
を
感
語
い
た
し
て
い
る
。

に
別
れ
を
つ
げ
、
近
ぞ
の
留
農
寝
唱
脅
か
れ
た
小
品
は
、
風
祭
対
本
表
裟
真
洲
先
生
白
二
一
慰
捕
は
L
A闘
の
一
一
憂

釈
か
ら
来
車
し
岡
山
か
ら
新
幹
斜
で
の
熟
読
討
に
什
双
て
た
。
鞘
欝
は
二
関
に
、
悼
ん
雲
の
一
一
再
績
は
属
閣
に
、
そ

服
調
に
品
開
ゎ
着
い
た
5

阜
い
も
の
で
宮
町
白
押
抑
制
措
記
念
館
主
?
?
崎
彦
一
民
れ
ぞ
れ
摘
出
し
た
a

中
山
刊
さ
ハ
ん
の
幅

午
後
七
碍
半
に
は
帰
宅
が
で
き
た
。
に
、
直
接
お
芭
に
か
か
っ
て
お
綴
い
執
は
た
だ
い
ま
床
の
閣
に
掛
け
て
あ

x

x

を
し
た
。
躍
崎
氏
は
「
と
の
警
は
先
品
。
何
れ
白
伊
口
出
も
、
朝
江
タ
な
に

経
郡
山
止
に
朝
ん
で
お
い
F垣
内
輔
ゃ
ん
仕
が
大
変
む
民
分
の
お
よ
ろ
し
い
と
跳
め
る
白
を
姦
し
み
と
し
、
独
白
悦

筒
鎖
な
E
川
口
が
、
ζ

む
ほ
ど
7
4
む
き
に
、
台
掠
警
な
亙
れ
た
も
の
む
ょ
に
ス
っ
て
い
る
と
の
明
芭
あ
る
。

と
に
役
立
て
よ
っ
て
き
た
。
う
に
う
か
が
え
る
」
と
語
ら
れ
、
さ
門
田
和
凶
九
g

ご
マ
ロ

開
叫
同
大
医
を
通
じ
て
の
恕
民
家
と
っ
平
〉
《
、
「
前
向
謡
先
企
官
再
開
制
車
吋
」
よ

し
て
品
開
ら
れ
た
賢
雲
南
前
島
市
害
対
が
書
い
て
お
屈
け
い
た
だ
い
た
@

f戸斗&←

" 
く〉こコース a市役所1部手スタートー大里子

←老夫鳥一帯間一一間際与一金百
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っ
た
も
の
で
し
た
。
質
問
甲
#
に
は
、

プ
レ
1
L
の
構
治
聖
訊
切
し
、
ス
ト

ブ
レ
ー
キ
が
ッ
パ
ー
の
み
沖
?
を
王
〈
締
め
つ
け
て

の
ス
ト
ッ
パ
か
ら
、
乗
る
よ
う
に
説
間
関
す
る
と
と

も
に
、
製
揖
草
委

u
v
jキ
語

、

ス

ト

y

パ

?
の
九
ジ
が
す
ぐ

ぶ
備
し
て
乗
る
川
崎
川

1
言

向
f月
間
制
下
3

力一夜九〓疋

ー
の
点
ジ
が
ゆ
る
ん
で
い
た
た
め
で
、
ブ
レ
i
キ
の
持
泊
者
一
決
軒
下
る

に
、
ブ
レ
ー
キ
ぞ
か
け
下
も
、
ブ
レ
乙
と
争
事
現
し
ま
し
F」

弓

た
ー
と
の
自
転
車
白
ブ
レ
ー
キ
む
構

1
え
が
作
向
酬
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
〈
平
揮
消
費
生
宮
崎
セ
ン
タ
ー

v

欠
陥
が
あ
る
白
支
ば
な
い
で
勢
い
よ
く
へ
い
に
探
っ
込
ん
色
し
ま

年器

宍雲
芸芸 E芸
叫 g

'E.j 芝砂翠

一平霊童

~~I 
詰三
穴会霊
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多重電 車事 3手続芳備の心身ともに健全な主主3女

く〉給食認理員今市内共同調理場に通勤可静な罫?;:c

o校 務 'IT務作業主著り市内の学校等に住み込み

可能な努子

応募方法

時
誌
は
お
ラ
ッ
と
し
た
板
橋
れ
。
午
前
中
に
後
ら
立
い
と
、
か
わ
か
な
〈
な
る
的
T
綾
る
苧
も
柁
し
い

∞
郵
慣
白
髭
し
出
し
は
間
半
め
に
あ
て
、
そ
の
他
の
地
域
あ
豆
定
A
H

年
前
試
は
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
け
、
別
々
に
買
ナ
た
ヲ
え
、
表
訪
に

お
出
し
〈
だ
さ
い
。
「
年
間
神
奈
川
県
あ
て
」
「
庁
首
平

⑦
郵
便
宇
日
乃
は
正
確
に
塚
市
内
あ
て
」
一
年
間
環
京
都
品

郵
樫
手
号
て
ほ
正
し
〈
拾
っ
吉
b
と
て
」
「
年
質
問
「
の
他
あ
て
」
等
と
書

記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
せ
っ
か
〈
郵
い
事
件
付
せ
ん
〈
郵
箆
周
に
あ
る
〉
を

年
末
、
年
始

a

i

b

i

1

付
け
て
〈
だ
さ

は

、

年

賀

状

高

司

3
m
F
Lオ
ゴ

キ

品

ず

弘

之

い

。

p
r
ヰ

AV25di一司

T

答

用

小

包

な

ど

で

、

J

i

l

-

-

e

ま
た
私
製
は

面

積

~

鞠

が

大

空

使

番

号

は

正

確

に

記

入

を

が

事

一

般

の

宮

摺

加

し

ま

す

。

郵

製

は

が

き

な

ど

、

便
局
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
探
用
や
伸
訴
号
が
害
か
れ
て
い
て
も
、
問
題
お
年
去
っ
さ
倖
曹
は
が
き
以
外
の
も

職
員
の
開
宜
割
弱
務
、
施
設
箇
の
増
強
っ
た
戸
号
や
明
ら
わ
し
い
害
体
で
は
の
生
年
夜
明
劃
碕
と
し
て
差
し
出
す

な
E
の
対
踏
に
よ
り
努
力
し
て
い
ま
罫
便
物
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
と
き
は
、
安
部
の
昆
や
す
い
と
こ
ろ

す

が

、

市

民

の

み

な

さ

ん

も

次

の

点

す

。

に

EEC
と
柴
記
し
て
〈
だ
さ

者
守
っ
て
い
た
だ
き
己
協
力
〈
だ
さ
①
年
賀
郵
便
駒
を
出
す
と
雲
ほ
、

h
勺

汽

県

内

あ

て

、

市

開

設

て

、

東

京

都

京平車、大融にまつわる

野良会的7C点者展示

錦絵から見た平嘩の寺務

郵
便
潟
だ
よ
ち

く〉事務者普段j主主 市内の学校にi車勤可がぴ£女子 F昭

和5C年 3月議務教育課程終了く中

事〉予定の者者会む』

o火葬作業関通勤可能な男子

参事事事襲人屋建 いずれも若干名

市販の頼醸書にヰ翼苧添付

L、12月 28日までに教育委

員会総務課、へ。

くTEL22.170C内結448)

なお、火ゴ吋恒禁i立は総務部

職員譲〈肉親 328)へ串し

込む

会

01月11El (こり

。図書墨書室ホー)1，.

d1誇都高顕模空苦"，1'車

演議
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当日は

母子手騒を忘れずに持ってきて4
ださい9

轄時鱈・午前古時30分-10時30分
12月19臼仁木〉時総公安直宮

1" 26日仁木〉吉沢公E議官

1月 2日仁木コ金田公直議官

.fr 10臼 〈金〉市役所B金量提言芭

タ 16日(;ね土座公民館

l' 23 ~ヨ〈木〉豊田公匡望6
4シ 30日仁木〉金窃公民館

事裏告書所へのE事はご菱重癒を

平家保理所は駐車場かありませ

ん9 阜でのお出かけはむ遠慮を⑫

(j;予防接種を受けてース盟関たってい

ないλ。②はしか、 BCG、種痘、

1J"¥.氾マヒ主主ヲクは、それぞれ1か月

の罪事隔をおかないと受けられません

@その他、有鰐何者、好いれん性体

重要、心臓正江主苦系、腎見方または肝臓に

疾患があb医師lことめられている人

ていない人

重量時間・ 13時部分""'-'15i持まで。ただ

し来日]白会場は14時-15時
襲覇線路思署霊

12月24日須賀公民館民松原公海

安吉

1月 7日 油公民会宮民中央農協土

沢支所

，t 8臼大野公民館出金E司会見

安富

~11 臼 平塚探長志子f *豊田公民

貧宮

-9 218 花京公民館八幡公民館

?- 22臼横内団地銀ぷ溺

ク 28日中原公医耳

タ四向平塚彩3院

須賀公民館広松原公E号
館

lfJ9S A且公民轄 ※中央農協こと

沢支所

'" 10f3 高野公民館東金的問

"'13臼 平 塚 保 健 所 民 豊 田 公 民

食宮

花水公Eぜ宮八蝿公民主宮

横内自殺駐在場

揺
現

開舗と利用を

。申込みは、 67)'月前からlOS前まで受付けています

少申込みするときは、次の事柄カ「必要です。調べたう

えお出かけ〈ださい

'軒節、新輔の役所、氏名、職難

多韓晋勺人の法名

e 申書曹者の時重量と申込み料金吾持曹と2φ030Pヨ-2.おむ
刻〉

く〉受利時?簡は、午前S時3防ラから午後51蒔まで

や銭湯月額臼と祝祭自の翌日。主体鍔おです

憲民センタ 事

ま12月3
17日 大野会l主主 横内由主民主会場

間議出公民館

18日 須悶公民組 X松飯公民館

弘会問公民館

19EJ 平塚原産主所 j旧公民熔

波中京農協土氏支所

@
Yフ
ト
め
ん
一
一
点
、
核
開

温
か
い
棋
理
が
ほ
し
く
な
る
季
刊
日
間
宮
、
む
き
え
ぴ
山
哲
、
に
ん

箆
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
給
貴
で
じ
ん
叩
哩
、
た
ま
ね
ぎ
初
哲

は
、
冬
に
は
パ
ン
白
代
E
に
y
y
も
や
し
お
M

夕、

μ
7マ
ン

5

ト
式
ス
パ
ゲ
テ
イ
め
ん
を
鰯
鱒
務
翻
日
唱
夕
、
た
け
め
ζ

初
日
事
、
平

使えっ
ζ
と
が
あ
め
ま
す
。
融
醐
統
織
し
い
た
け

1
琴
、
た
る
と

熱
い
う
ち
に
食
べ
ら
れ
て
醐
婚
時
鐙

5
号
、
ス
i
プ
封
カ
y

子
件
謹
も
よ
ろ
ζ一
ぷ
献
立
競
佐
動
翻
プ
、
正
油
、
油
、
で
ん
ぷ
ん
、

で

す

。

一

6
機
窓
、
溜

V
U
間
口
市
一
割
(
慈
の
融
欝
滋
環
器

V
作
り
方
e
①
反
問
は
せ
ん

顔

合

r↑
鶴

立
〈
予
定
宿
格
言
一
二
十
内
鞠
綾
織
議
切
b
に
し
、
足
抽
出
、
潟
を
法

七

十

五

銭

欝

轟

ぷ

し

宇

味

を

つ

け

て

お

く

。

門
内
容
}

Y
フ
ト
め
ん
醐
鳴
端
鱗
野
惑
も
そ
れ
ぞ
れ
せ
ん
切
hu

中
華
風
あ
ん
か
け
、
付
マ
髄
較
雛
に
し
、
え
ぴ
は
さ
っ
と
ゆ
で

乳
、
問
で
た
ま
と
、
み
か
ん
磐
田
同
盟
て
お
き
ま
す
a

{
栄
お
拍
前
九
お
六
九
九
襲
線
鶴
醜
②
舗
に
抽
そ
熱
し
豚
肉
、
野

斗
口

D
l、
た
ん
岳
部
間
二
九
二
一
一
議
を
い
た
め
、
ス
ー
プ
ナ
♂
加
V

えも

哩

rr油
、
旋
支
調
味
し
、
最
慢
に
で

門
中
韓
鹿
島
九
か
け
の
作
り
一
方
}
ん
ぶ
ん
で
と
ろ
ふ
を
つ
砂
、
温
か

亨
用
意
す
る
も
の

C
A
g
h
vめ
ん
に
か
け
ず
長
し
ま
す
・

場参籍月興施しています。

事罰対象 a第 1寿男ニ接種さ吉田に草署3か

月を経遜して、 6か月来線の現 m
(3沼〉俊鹿上の理由で受げられ

なかった人は、 2歳未満のうちな

島受けられます@

接灘間時は 2[，，1) 3 [illとも 3週間か

らB 週間e::;r~;悶で 310受けるa
鍔 2耳't=第 1期が完了した人で、

接種当臼に槙 1期の 3回呂の接種

臼iJ'ら1年の期間をすぎて、

者か月までの続開ぐ 1回コ告

む理由で受けられなiJ'った人は、

1年の期間をすぎて、 2年まぜの

潤に受けられます。

揮 3期=昭和5年 4J守IN学校入学

予定J，t¥(50匂 3JJまでに 1回受け

て〈ださい〉

輔時時・ 13時30分-15時まで。ただ

[_，)夜間の会1話:♂U4時"-'15時
騨巡回泊草壁



融
関
年
数
離
常
務
滋

県
立
青
少
年
会
館
で
は
、
腎
年
数

嚇
世
間
蹄
墜
を
時
〈
。
対
象
は
勤
労
青
年

八
十
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
帯
惜
題

さ
れ
る
方
議
を
申
、
去
を
。

マ
日
時
向
山
母
杢
一
月

η
日
〔
長
門
〉
午

後
6
時
め
分
5
2時
お
分
ま
で

考
会
場
県
立
平
均
棋
譜
少
咋
会
館

智
議
開
削
評
論
家
柄
畠
伴
ヂ
一
民

帯主

T
T
Y

「
女
自
民
含
万
」

億
諮
〈
ぞ
七
O
二
九
)

ガ
ー
ル
ス
カ
ク
ト
の
算
盤
を
じ
て

い
る
。
入
岡
山
を
希
製
さ
れ
る
方
は
、

市
青
少
年
課
へ
申
し
込
み
を
@

e

第

mω
同
凶
プ
ラ
ロ
ニ

I

m名

ジ
ュ
ニ
ア

5
名

a

構
お
田
山
ブ
ラ
ク
一
一

1

5
名

ジ
ュ
ニ
ア

5
名

マ
資
格
a

ブ
ラ
ヲ
一
丁
は
来
巻
小
学

校
一
年
i
一
一
一
年
に
迄
子
妻
子
、

ジ
ュ
ニ
ア
は
来
春
小
学
校
四
年
5
六

年
に
率
一
ず
る
女
子

一
慰
金
口
同
法
一
依
寺
の
大
関
川

鱗くして椙仁やど3語る事.見捕

の驚賎担繕〈ろうぜ雷〉致7事。

以上e 、右の三箇条違犯の霊童王ゃか

ら3においては披露呈せしむ崎〈、

融制?に処ずべきものな!? !J!Jて件

C<だんコの如lし。天E三十l1!l年丙
E尭十二月二千…む80法法帯。雲欝

之を事ずj 文正年 (586)は北

栄民政のと告にあた担、小a原車思

議、ゴ協築民没耳喜5年寄3であるe

その後約B百年の後、主王宝 5年

1677)法伝寺は南金宮村の思議藤

問客兵輔 C?-1712)、柏木弥tf.

帯内(?-1682) f商人由経高的援

勘当r::i怒っe]轄を配地に移譲し、白簿

上人筆跡宝軸と、前掲白1住築家路

朱日日文書など、すべて1)¥泊康宿か

ら爾金毘対に圭ま待の住職包i車 (1

-1679コによって将来された。

藤間喜兵衛霊まは、

で、坂東第七番巡礼札所金包観音

堂とは潔い由縁のi自主賓と伝えてい

る。警兵輔が西浅さしたことについ

ては、信仰上旬潔い濠沼があった

にちがいないa

澄伝寺では、

= 

= 

i 法伝守
主 主奇擬百慎扇風土aのノム田原宿山

主角亡やまかく〉町の条に「法伝寺

三車窓j とあって、穏襲美濃守正良Hが

e 1)'.，簡潔棋:'tのとき、この寺i!J大 佐

言君評者金日村〈平野市間金沼)I亡移

言較したととを載せている。
= 霊 法伝寺中立天文元埠(1532)憎 8

5伝(?-1548) 
吾

言当時小f白星和主、和条民の全盛期号

きであったので、主&伝等ではお条局、

奇麗白許可を得て域内に密事に肢4

5草花をあまた植えつけた。，L.れが

き評判となって、花を愛する人々が

5たくさん見物にやって来て、寺ヘ
ロ
吉田選者、お花タ!lI!J，路またはお才政盟

芸と呼ぶようになった。

5 かくて法在王寺すは草花白名所とし

5て小国民主の人々に愛されたが、年

2 々丹糟の草花をむざんに折þ~買っ
5て行くものが増えたので、遂に誠

2 
5 
:: 7C。
きな文謹省宇交付した。

つ
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て
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い
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と
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、
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ど
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は
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労
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校
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し
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研
究
所
う
。

わ
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討
小
平
生
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告
と
な
〈
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ら
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く
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は
あ
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の
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ヘ
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き
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く
な
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な
」
「
げ
さ
は
ず
@
そ
の
時
ど
の
よ
ラ
に
と
り
扱

頭
が
痛
い
な
」
と
い
う
臼
が
一
度
う
か
に
よ
担
、
子

p
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登
校
彰

や
二
度
は
あ
っ
た
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干
ば
な
い
で
益
出
止
に
な
る
か
ど
う
か
の
分
れ
践

し
ょ
h?内
な
か
に
は
学
校
歩
一
体
と
な
り
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す
。

ん
で
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ど

王
子
ど
も
を
は
げ
一
一

f
i
町
長
足
し
た
ら
よ
い

ま
す
幸
う
な
っ
T
H
Jし
を
鮮
総
畿
勢
か
を
、
よ
く
話
し
合
い

と
っ
た
の
で
は
な
い
で

d
湾

ま

し

ょ

う

。

し

よ

う

か

。

潜

校

拒

否

奈

は

、

訴

え

と
ζ
ろ
で
、
い
ま
、
子

r毛
が
る
岳
訴
は
間
別
で
あ
れ
、
多
か
れ
少

顕
が
痛
い
、
学
校
へ
行
き
た
〈
な
な
か
れ
担
任
む
先
託
、
学
校
で
の

い
と
去
っ
た
ら
ど
っ
し
ま
す
か
。
友
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歩
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也
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時
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す
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ゑ
問
題
語
つ
〈
っ
て

L
事
ζ

と
す
。
学
校
は
行
ぐ
べ
き
も
の
と
い

が
ま
ま
あ
る
の
で
す
。
も
し
、
と
う
観
念
世
子
ど
も
に
捕
え
つ
け
る

の
時
「
大
丈
夫
だ
か
り
学
校
へ
行
必
烹
が
あ
D
ま
す
。
ハ
お
わ

p)

額 巡 回 日 程 イ 月 7沼()()市役所

やむご協力品りがとう、ご草いました00

港地区自治会京、島署F百イベント268本、ロ}主

}アクト::7:ラブ101束、中長草地筏自治会108京、旭

地広告治会119京、横浜臼謹モ、一点本、平塚

市中央奨協Aコ」ブ大野i616As:.
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